
図１
調査地であるアワビ保護区と生息場造成地点の位置。イメージとして2017年1月の造成
試験区の様子も示す

図２
造成試験区の投入基質と天然基質それぞれにおけるアワビ類稚貝の調査表面積当り個
体数密度の変遷（左：2017年、右：2018年）

図３
2017年に造成試験区で発見されたメ
ガイアワビ稚貝の殻長変化。
6月までは良好な成長が見られたが、
それ以降は停滞した
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